
（別紙３）

～ 2025年10月4日

（対象者数） 27 （回答者数） 21

～ 2025年9月30日

（対象者数） 6 （回答者数） 6

○ 分析結果

さらに充実を図るための取組等

1

レッスンに対する心配事よりも、園での心配ごとの方が多い

傾向にあります。

関係機関連携のサービスを改めて周知し、関係機関との情報

共有も大切にしていきます。

2

園への訪問は必要があれば定期的に行い、他機関との関係

性の構築を図ります。保護者へのフィードバックは、お話を

聞いて保護者が納得できるような内容が提供できるようにい

たします。

3

教材の消毒など、目に入らない部分にも気を配っていきま

す。

改善に向けて必要な取組や工夫が必要な点等

1

定期的に開催できるよう、研修を受講し、スケジュールを

調節中です。

2

本部と連携し、安定した体制で運営できるよう進めていきま

す。

また、研修などを通して人材育成を行っていきます。

3

室内でできる取り組み(リトミックなどの音楽課題)は、極力

教室内で行うなど、臨機応変に対応していきます。

フィードバック時やレッスン中など、保護者とお話を丁寧でき

る機会を大切にしており、お子さまの情報共有ができている

点。

フィードバック時は、レッスン内容を伝えるだけでなく、

毎回保護者様にも気になった点があるかうかがっています。ま

た、日々の様子は気軽に話せる雰囲気を大切にし、園や家庭で

の何気ない様子をお話してもらえるようにしています。

他機関との連携を行っている点。 園での悩みごとがあった際や、個別支援計画の説明の際は、関

連機関連携について、説明、提案を行っています。

「今は大丈夫。」とその場では考える保護者も、困ったとき

に、依頼をしてきてくれる環境になっております。

清潔感のある教室を心がけ、安全面を整えている点。 清掃を行ったあとは、チェック表を使用しやり忘れがないかを

確認しています。

少しでも危険と考えられる箇所にはクッション材を貼る等、安

全面に考慮しています。

専用駐車場がないことや、施設が少し狭いと感じられる点。 駅から徒歩圏内という立地から駐車場設置が難しい状況です。

施設が少し狭く、同時間帯に複数人のご利用者様がいらっしゃ

ると、運動の時間などに室内のお子さまの声が聞こえづらいか

と考えられます。

事業所の弱み（※）だと思われること

※事業所の課題や改善が必要だと思われること
事業所として考えている課題の要因等

ペアレントトレーニングの開催ができていない点。 当事業所でペアレントトレーニングを開催していた期間が

ほぼないこと、準備が整っていないことが要因と考えられま

す。

人員の変化が一時的に大きく重なってしまった点。 退職者や産休取得者の時期が重なり、スケージュール調整が上

手くいかなかった状況がありました。

○従業者評価有効回答数

○事業者向け自己評価表作成日
2025年10月20日

事業所の強み（※）だと思われること

※より強化・充実を図ることが期待されること
工夫していることや意識的に行っている取組等

○従業者評価実施期間

○事業所名 コペルプラス港南台教室

○保護者評価実施期間
2025年9月9日

○保護者評価有効回答数

2025年9月10日

事業所における自己評価総括表公表


